
第 4 章 騒 音

第 1 節 騒音の状況

環境基準

騒音に係 る環境基準は 、 ｢環境基本法｣ に よ り 、 地域の類型及び時間の区分 ご と に定め ら れて お り

その地域の類型指定については 、 知事が行 う こ と に な っ てい る 。

本県では 、 ｢都市計画法｣ に基づ く 用途地域の区分に準拠 して工業専用地域を除 く 県内 7 市町村の

一部地域において 、 類型指定を行 っ てい る 。

表66 騒音に係 る環境基準 (環境基本法) (単位 デ シ ベル)
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昼 間

午前 8 時か ら

午後 7 時ま で

朝
午前 6 時か ら

午後 8 時ま で
夕

午後 7 時か ら

午後10時ま で

夜 間

午後10時か ら
翌 日 の

午前 6 時ま で

地 域

AA
特に静穏を要と

す る地域
45以下 40以下 35以下

本県では指定

してい る地域

はな い

A

道路に面 し な い

地域
50以下 45以下 40以下

第 1 種住居専

用地域

第 2 種住居専

用地域

住居地域及び

こ れに準ず る

地域

2 車線を有す る

道路に面す る地

域

55以下 50以下 45以下

2 車線を越え る

車線を有す る道

路に面す る地域

60以下 55以下 50以下

B

道路に面 し な い

地域
60以下 55以下 50以下 近隣商業地域

商業地域

準工業地域

工業地域

用途地域の定

めの な い地域

お よ び こ れに

準ず る地域

2 車線以下の車

線を有す る道路

に面す る地域

65以下 60以下 55以下

2 車線を越え る

車線を有す る道

路に面す る地域

65以下 65以下 60以下

鯉) 車線 と は 、 1 縦列の 自動車が安全かつ円滑に走行す る ため に必要な一定の幅員を有す る 帯状の車

道部分をい う

-72-



航空機騒音に係 る環境基準は、 鳥取空港 (鳥取市) 美保飛行場 (境港市) の両飛行場 と も 現在、

環境基準の類型指定は行っ てい な い 。

表67 航空機騒音に係 る環境基準 (環境基本法) (単位 WE C P N L )

、 蟻 壊 し 公 類 ･ 釀 基 準 値

T且 70 以 下

肛 75 以 下

艫) I 専 ら住居の用 に供さ れ る地域

口 重 以外の地域であ っ て通常の生活を保全す る 必要が あ る地域

2 騒音の現況

(1 ) 自 動車騒音

環境月 間 ( 6 月 ) の行事の一つ と して 、 鳥取市 6 地点 、 倉吉市 3 地点、 米子市 6 地点、 境港市 3

地点、 郡家町、 河原町、 羽合町、 三朝町、 日 野町各 1 地点。十23地点において昼間時におけ る 自 動車

騒音測定を し 、 併せて交通量 (原付 自動二輪車以上) を調査 した。 (表68)

こ の調査は 、 騒音に係 る 環境基準に基づ く 測定方法で行い 、 そ の中央値の平均値を見れば、 鳥取

市62~70デ シ ベル (A ) 、 倉吉市65~68デ シ ベル (A ) 、 米子市66~70デ シ ベル (A ) 、 境港市61

~63デ シ ベル (A ) 、 郡家町66デ シ ベル (A ) 、 河原町71デ シ ベル (A ) 、 羽合町68デ シ ベル (A) 、

三朝町62デ シ ベル (A ) 、 日 野町66デ シ ベル (A ) であ り鳥取市の鳥取駅前、 県庁前、 大村薬局前、

倉吉市の旧打吹駅前及び境港市の鳥取銀行境港支店前を除いて環境基準 (相当) と み な さ れ る値に

不適合であ る が 、 仮 り に騒音規制法第17条に規定す る指定地域内 におけ る 自 動車騒音の限度 と比較

す る と 、 今回の測定では判断に必要な測定回数を満た して い な い ので 、 今回の測定値で判断す る こ

と は適当では な い も のの 、 河原町 (指定地域外) を除 き各市町と も 限度以内であ っ た。
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表68 平成 8 年度 自 動車騒音測定結果 調査年月 日 平成 8 年 6 月

測 定 地 点 所在地

道 路 が

有 す る

車 線 数

自 動 車 騒 音

騒 音 レ ベ ル

〔中央値デ シベル色D

環 境 基 準

〔中央値デシベノKAD

相当 と みな

さ れる地域 の適否環境基準
自動車騒音の限度

〔中り蛔デシベノKAD

区域の

区 分
最高値 最低値 平均値

相当 と みな

さ れる地域

区域の

区 分

鳥取市
鳥 取 駅 百 リー- 蓋 泉 蕃

2 車 線
を こ え る

67 63 65 B 65以下 ○ 第 3 種 80

鳥 取 県 物 蒲
観光 セ ン タ ー 育 =u▼ 森 泉 綺

2 車 線
を こ え る

70 69 70 た7 たツ X れツ ‘ツ

県 庁 百 “=‐膚隠- 東 町
2 車 線
を こ え る

64 60 62 メツ ろツ ○ ‘ツ ‘ツ

大 村 薬 局 百 片 原 町 2 車 線 64 60 62 ‘ッ ‘ッ ○ ‘ッ 75

鳥取警察署附近
( 漁 連 会 館 )

青 葉 町 2 車 線 70 67 68 メソ "ツ X "ツ "ッ

面 谷 外 科 附 近 吉 方 町
2 車 線
を こ え る

69 65 66 A 60以下 X 第 2 種 "7

米子市
米 子 駅 前 明 治 町

2 車 線
を こ え る

68 64 66 B 65以下 X 第 3 種 80

中 国 電 力 前 加 茂 町
2 車 線
を こ え る

72 68 70 ん7 "7 X イン んア

米子市公会堂前 角 盤 町
2 車 線
を こ え る

70 67 69 ん7 れ7 X "7 ろ7

消 防 署 附 近
(理容 セ ン ス 前 )

富士見町
2 車 線
を こ え る

70 64 66 ん7 "7 X " "ア

鳥 取 銀 行
米 子 支 店 前

西 福 原
2 車 線
を こ え る

70 68 70 れ7 ん7 X ‘ツ "ツ

山陰 ナ シ ョ ナ ル
製 品 販 売 前

米 原
2 車 線
を こ え る

72 67 69 A 60以下 X 第 2 種 75

倉吉市
旧 打 吹 駅 前 明 治 町 2 車 線 66 63 65 B 65以下 ○ 第 3 種 たり

倉 吉 駅 前 通 り 上 井
2 車 線
を こ え る

69 66 68 ‘ツ たッ X れッ 80

宮川町ロ ー タ リ ー 宮 川 町
2 車 線
を こ え る

68 66 67 れッ ‘ツ X れッ ‘ッ

境港市
鳥 取 銀 行
境 港 支 店 前

上 道 町 2 車 線 63 59 61 ‘ツ たり ○ れフ 75

境 公 民 館 前 湊 町 2 車 線 64 60 63 A 55以下 X 第 2 種 70

山 陰 合 同 銀 行
境 西 支 店 前

外 江 町 2 車 線 62 59 61 イン イン X " "7

廟 郡 家 保 健 所 前 郡 家 2 車 線 70 60 66 んッ ん7 X ん7 "7

Y詞原町
河 原 町 役 場
入 口 附 近

波 一 木 2 車 線 73 70 71 ん7 ん7 X ん7 ‘7

檻判 田 後バ ス 停附近 田 後 2 車 線 70 66 68 ‘7 ん7 X れ7 ‘7

謝 三 朝 町 役 場 前 三 朝 2 車 線 67 55 62 ん7 れア X んッ "ッ

日蜻 根 雨 保 健 所 前 根 雨 2 車 線 69 62 66 召ツ "ッ X んア "

圏 測定値は午前 8 時か ら午後 4 時ま での 2 時間お き 5 回の測定

適否 と は環境基準のあてはめを行 っ た場合の判定、 三朝町は平成 3 年度か ら測定を実施。

鳥取市以外の地点については 、 環境基準の地域の類型を あてはめ る地域の指定が行われてい な いた

め環境基準相当 と す る 。
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表69 自 動車騒音経年変化

測 定 地 点 所在地

道 路 が

有 す る

車 線 数

平 成 4 年 度 ~ 平 成 8 年 度 の 年 度 変 化 ( 平 均 値 )

自 動車騒音

〔中央値デ シ ベル国〕

総車両通過台数 (大型車)

(台/10分間)

4穣 5饑 6饑 7轆 8鱸 4 年度 5 年度 6 年度 7 年度 8 年度

鳥取市
鳥 取 駅 前

永 楽

温泉町

2 車 線
を こ え る

66 65 65 67 65 170 ( 14 ) 1 73 ( 1 5 ) 164 ( 1 3 ) 160 ( 14) 155 ( 14 )

鳥 取 県 物 産
観光 セ ン タ ー 盃泉崎

2 車 線
を こ え る

70 69 68 69 70 200 ( 12 ) 1 92 ( 18 ) 201 ( 12 ) 187 ( 12 ) 199 ( 12 )

県 庁 前 東 町
2 車 線
を こ え る

67 63 63 64 62 141 ( 13 ) 161 ( 1 5 ) 1 18 ( 12 ) 14 1 ( 12 ) 140 ( 12 )

大 村 薬 局 前 片 原 2 車 線 68 64 64 64 62 145 ( 3 ) 1 54 ( 8 ) 150 ( 6 ) 156 ( 4 ) 155 ( 5 )

鳥取警察署附近
( 漁 連 会 館 )

青葉町 2 車 線 71 69 68 69 68 315 (20 ) 314 (27 ) 271 ( 16 ) 31 3 ( 18 ) 273 ( 20)

面 谷外科附近 吉方町
2 車 線
を こ え る

62 63 64 64 66 188 ( 13 ) 21 3 (20 ) 190 ( 14 ) 213 ( 16 ) 201 ( 17 )

米子市
米 子 駅 前 明治町

2 車 線
を こ え る

65 66 65 66 66 154 (21 ) 166 (22 ) 149 (25 ) 151 ( 17 ) 147 ( 17 )

中 国 電 力 前 加茂町
2 車 線
を こ え る

69 69 66 68 70 227 (22) 277 ( 29 ) 255 (23 ) 275 (24 ) 274 ( 32)

米 子市公 会堂 角盤町
2 車 線
を こ え る

68 70 67 68 69 328 (26) 354 ( 24) 342 (26) 352 (25 ) 352 (25 )

消 防 署 附 近
(理容セ ン ス前)

富 士

見 町

2 車 線
を こ え る

67 68 67 69 66 260 ( 1 0 ) 261 ( 17 ) 259 ( 21 ) 263 ( 15 ) 254 ( 18 )

鳥 取 銀 行
米 子 支 店 前

西福原
2 車 線
を こ え る

72 70 69 70 70 383 ( 15 ) 380 (25 ) 407 (28 ) 4 10 (20) 360 (20)

山陰ナ シ ョ ナル
製 品 販 売 前

米 原
2 車 線
を こ え る

73 69 70 71 69 36 1 (2 1 ) 347 (2 1 ) 351 ( 26) 331 (23) 336 (25)

倉吉市
旧 打 吹 駅 前 明治町 2 車 線 63 63 62 64 65 92 ( 6 ) 91 ( 6 ) 104 ( 7 ) 89 ( 5 ) 1 12 ( 10 )

倉 吉駅前通 り 上 井
2 車 線
を こ え る

68 67 68 68 68 190 ( 1 1 ) 186 ( 10 ) 164 ( 1 1 ) 202 ( 1 1 ) 202 ( 17)

宮 川 町
口 - タ リ ー

宮川町
2 車 線
を こ え る

66 65 65 66 67 217 ( 8 ) 206 ( 9 ) 224 ( 11 ) 208 ( 9 ) 2 16 ( 10 )

境港市
鳥 取 銀 行

境 港 支 店 前
上道町 2 車 線 62 64 65 63 61 87 ( 1 3) 79 ( 5 ) 85 ( 9 ) 81 ( 5) 79 ( 5 )

境 公 民 館 前 湊 町 2 車 線 64 61 63 61 63 105 ( 1 0 ) 92 ( 5 ) 96 ( 8 ) 91 ( 3 ) 94 ( 7 )

山 陰合 同 銀行

境 西 支 店 前
外江町 2 車 線 59 60 59 61 61 72 ( 7 ) 72 ( 6 ) 63 ( 5 ) 78 ( 3) 86 ( 6 )

饗 郡家保健所前 郡 家 2 車 線 64 62 64 65 66 1 15 ( 9 ) 127 ( 9 ) 120 ( 9 ) 136 ( 1 1 ) 1 38 ( 1 1 )

纒
河 原 町 役 場
入 口 附 近

波一木 2 車 線 70 69 69 70 71 159 ( 32 ) 165 ( 33) 174 ( 39) 170 (36) 194 ( 34)

認 田後バ ス停附近 田 後 2 車 線 66 67 65 65 68 136 ( 9 ) 138 ( 12 ) 1 16 ( 10 ) 149 ( 14) 15 1 ( 1 3 )

爵 三 朝 町 役 場 三 朝 2 車 線 62 63 63 65 62 91 ( 4) 105 ( 10) 1 11 ( 10) 107 ( 5) 95 ( 8)

暴 根雨保健所前 根 雨 2 車 線 67 67 66 61 66 101 ( 30 ) 91 (24 ) 84 ( 26) 79 ( 19 ) 82 (24)
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(2) 環境騒音

平成 8 年度中に 、 騒音規制法に基づ く 規制地域の指定を行 っ てい る 4 市 (32地点) において実施

した全時間帯覊査の結果は表70の と お り であ る 。

覊査結果を 4 市全体で見 る と 、 類型相当別時間区分別達成状況は、 道路に面す る地域では朝、 昼

間、 夕及び夜間の達成率はそれぞれ25 . 0% 、 25 . 0% 、 12 . 5%及び50 . 0%であ り 道路に面 さ な い地

域ではそれぞれ81 . 3% 、 100 . 0% 、 81 . 3%及び81 . 3%であ っ た。 ま た 、 各市別の達成状況は 、 道路

に面す る 地域の達成率が鳥取市37 . 5% 、 倉吉市25 . 0% 、 米子市6 . 3% 、 境港市43 . 8%であ り 、 道路

に面 さ な い地域では 、 鳥取市100 . 0%、 倉吉市81 . 3%、 米子市68 . 8%、 境港市93 . 8%であ っ た。

環境基準 (相当) を 4 時間帯 (朝、 昼間、 夕及び夜間) のすべてが達成 してい る 地点は道路に面

す る地域で 2 地点、 道路に面 さ な い地域で11地点、 全体で13地点 (40 . 6%) であ り 、 4 時間帯のい

ずれかが達成 してい る地域は道路に面す る地域で 7 地点、 道路に面さ な い地域で 5 地点、 全体で12

地点 (37 . 5%) であ り 、 さ ら に 、 4 時間帯のすべてが超過 してい る地域は道路に面す る地域で 7 地

点、 道路に面 さ な い地域で 0 地点、 全体で 7 地点 (21 . 9%) であ っ た。

(3) 自 動車騒音の要請限度との比較

騒音規制法第17条の規定に基づ き定め ら れてい る指定地域の 自動車騒音の限度は連続す る 7 日 間

の う ち 5 日 間について 、 各時間帯 ご と に 1 時間当た り 1 回以上測定 し 、 そ の平均値を測定値 と定め

ら れてい る 。

な お 、 要請限度の超過については 、 今回の測定は判断に必要な測定回数を満た してい な い ので、

こ の測定値で判断す る こ と は適当でない と考え ら れ る が 、 仮 り に今回の測定値を比較 して見 る と 、

3 地点 (鳥取市吉方町 山の手会館前、 鳥取市湯所町 NT 雷鳥取支社前、 倉吉市秋喜 市立倉吉

西中学校裏) で一部の時間帯が限度を超えてい る が 、 他の13地点においては限度以内であ っ た。
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表70 平成 8 年度環境騒音実態捌査結果

[ー
ぬ
Y
I
I

地区測定月日 測 定 場 所 所 在 地 道 路 名 車線数
測 定 値
中央値 〔プ シ ベル(A)〕 交 通台量/ ≦ . 家奇 影 騒 音 に 係 る 環 境 基 準

中 央 値 〔 プ シ ベ ル 国 〕
自 動 車 騒 音 の 限 度
中央値 〔プ シ ベル国〕 ｣

朝 昼 間 タ 夜 間 朝 昼 間 タ 夜 間 類型
基 準 値 霜 ( 炉 ) 螢 汚

区域区分 昼間 朝夕 夜間昼 間 朝 夕 夜 間 朝 昼 間 タ 夜 間

鳥取市10月34日
山 の 手 会 館 前 吉 方 町 国 道 2 9 号 2 72 69 65 56 3 0 5

( 5 )

2 2 3

( 1 4 )

1 2 8

( 0 )

3 9

( 7 )

A 55 50 45 × × × × 2 70 65 55

" 裏 れ7 40 44 42 38 ん7 50 45 40 ○ ○ ○ ○

N T T 鳥 取 支 社 前 湯 所 町 国 道 2 9 号 2 62 69 69 57 9 6

( 1 1 )

2 5 0

( 1 6 )

2 0 6

( 1 0 )

5 9

( 9 )

A 55 50 45 × × × × 2 7o l 65 I 55
" 襄 ん7 40 43 43 39 ん7 50 45 40 ○ 〇 ○ ○

鳥 取 市 文 化 ホ ー ル 前 吉方温泉町 ( - ) 福 部 鳥 取 線 2 61 58 62 46 8 8

( 5 )

1 1 6

( 9 )

1 0 4

( 7 )

2 7

( 3 )

B 65 60 55 × ○ × ○ 3 75 l 70 - 65
" 裏 れ7 38 41 40 42 れ7 60 55 50 ○ ○ ○ ○

新日本海シ ョ ノ ピソ グタ ウ ソ酊 天 神 町 国 道 5 3 号 4 55 62 62 48 6 5

( 5 )

1 8 6

( 1 0 )

1 6 4

( 3 )

4 6

( 1 )

B 65 65 60 ○ ○ ○ ○ 3 8o I 75 I 65
" 裏 ん7 47 44 47 46 れ7 60 55 50 〇 ○ ○ 〇

倉吉市10月2223日
市 立 倉 吉 西 中 学 校 裏 秋 喜 国倉 吉 赤 碕 中 山 線 2 69 66 60 48 1 8 2

( 5 )

9 8

( 9 )

8 6

( 2 )

2 4

( 1 )

A 55 50 45 × × × × 2 7o I 65 l 55
倉 吉 西 高 グ フ ウ ソ ド 横 れ7 46 45 40 40 れ7 50 45 40 × 〇 ○ ○

ビ ノ グ フ イ フ ト ー ホ ー 横 米 田 町 国 道 1 7 9 号 4 57 66 65 48 7 5

( 1 6 )

1 6 2

( 1 8 )

9 7

( 1 0 )

2 4

( 3 )

A 60 55 50 × × × ○ 2 75 一 7o l 60
津 村 宅 前 れ7 47 48 46 39 れ7 50 45 40 × ○ X ○

小 林 薬 局 前 明 治 町 ( - ) 木地 山 倉 吉線 2 62 65 67 49 5 0

( 2 )

9 5

( 7 )

9 4

( 1 )

2 0

( 0 )

B 65 60 55 × 〇 × ○ 3 75 l 7o l 65
光 明 寺 前 研 屋 町 39 42 40 36 れフ 60 55 50 〇 ○ ○ ○

上 丼 ピ ル 前 山 根 国 道 1 7 9 号 4 69 68 68 55 2 4 4

( 1 8 )

1 8 9

( 1 1 )

1 7 9

( 3 )

4 2

( 2 )

B 65 65 60 × × × ○ 3 8o I 75 l 65
倉吉体育文化会館駐車場 " 47 46 44 37 " 60 55 50 ○ ○ ○ ○

米子市10月12日
後 藤 ヶ 丘 中 学 校 入 口 上 後 藤 市 道 外 浜 街 道 線 2 59 65 64 49 4 1

( 0 )

1 1 5

( 2 )

1 2 1

( 1 )

2 3

( 0 )

A 55 50 45 × × × × 2 7o I 65 l 55
正 門 前 ん7 39 43 44 39 れツ 50 45 40 ○ ○ ○ 〇

戸 口 田 医 院 薗 上 福 原 ( - ) 皆 生 西 原 線 4 61 67 68 55 1 4 8

( 4 )

1 9 1

( 5 )

1 7 8

( 0 )

4 5

( 0 )

A 60 55 50 × × × × 2 75 I 7o I 60
" 裏 れ7 43 44 48 42 れ7 50 45 40 〇 ○ × ×

竹 内 医 院 前 祇 園 町 国 道 9 号 2 69 66 68 60 2 2 5

( 1 5 )

1 7 8

( 1 9 )

1 6 3

( 6 )

4 5

( 3 )

B 65 60 55 × × × × 3 75 - 7o l 65
鉄 道 宿 舎 裏 ‘フ 44 46 40 40 A 50 45 40 ○ ○ ○ ○

建 設 省 米 子 出 張 所 前 車 尾 国 道 9 号 4 72 73 73 59 2 4 7

( 1 7 )

2 8 8

( 1 9 )

2 6 9

( 4 )

6 8

( 4 )

B 65 65 60 × ○ × ○ 3 8o l 75 I 65
" 裏 れ7 47 49 54 45 A 50 45 40 × ○ × ×

境港市10月89日
境 公 民 館 前 湊 町 国 米 子 境 港 線 2 55 61 61 47 3 1

( 1 )

9 1

( 5 )

6 8

( 1 )

1 6

( 1 )

A 55 50 45 × × × × 2 7o l 65 I 55
境 小 学 校 裏 れソ 40 43 43 4 1 乙ツ 50 45 40 ○ ○ 〇 ×

山陰合 同銀行境西支店前 外 江 町 国 米 子 境 港 線 2 50 63 60 46 3 1

( 4 )

9 7

( 6 )

6 3

( 0 )

1 6

( 1 )

A 55 50 45 ○ × × × 2 7o I 65 l 55
松 本 進 宅 前 ん7 41 40 41 39 “7 50 45 40 ○ ○ ○ ○

境 家 具 店 前 東 本 町 ( 一 ) 境 港 線 2 45 55 58 43 2 0

( 0 )

3 3

( 0 )

2 9

( 0 )

6

( 1 )

B 65 60 55 〇 ○ ○ ○ 3 75 l 7o I 65
" 襄 ん7 38 44 41 38 ん7 60 55 50 ○ ○ ○ ○

都 田 水 産 前 上 道 町 国 道 4 3 1 号 4 62 66 68 53 7 7

( 8 )

5 8

( 2 0 )

9 5

( 2 )

4 1

( 3 )

B 65 65 60 〇 × X ○ 3 8o I 75 I 65
“ 裏 ん7 42 41 42 40 れ7 60 55 50 ○ ○ 〇 ○

圏 1 . 時間区分 騒音 昼間 午前 8 時~午後 7 時、 朝夕 午前 6 時~午前 8 時 と午後 7 時~午後10時、 夜間 午後10時~翌 日 午前 6 時

2 . 測定時刻 午前 5 時、 7 時、 1 0時、 午後 4 時、 7 時 、 10時

3 . 騒音の昼間 ･ 夜間の測定値は各時間区分の平均値であ る 。

4 . 交通量は 、 自 動二輪車以上の道路に面す る 地点の通過車両台数であ る 。

5 . 道路名 の囮は主要地方道 (県道) 、 ( 一 ) は一般県道 (県道) であ る 。

6 . 鳥取市以外の地点にっては 、 環境基準の地域の類型を あてはめ る地域の指定が行われて い な い ため環境基準相当 と す る 。



第 2 節 騒音の防止対策

1 法 ･ 条例によ る規制

(1 ) 法によ る規制

騒音規制法では、 騒音を防止す る こ と に よ り 生活環境を保全すべ き地域を知事が指定 し (法第 3

条第 1 項) こ の指定地域内にあ る工場 事業場におけ る 事業活動に伴 う 騒音 (法第 2 条第 1 項及

び第 2 項) 、 建設工事に伴 っ て発生す る 騒音 (法第 2 条第 3 項) を規制す る と と も に 、 自 動車か ら

発生す る 自 動車騒音の許容限度 (法第16条) を定め 、 道路の周辺の生活環境が著 し く そ こ な われ る

と認め る と き は措置要請 (法第17条) で き る こ と と してい る 。

本県におけ る地域指定状況は、 表71 と表72の と お り であ る 。

表71 地域指定状況

告 示 年 月 日 地 域 指 定 市 町 村 名

昭 和 4 9 年 9 月 1 7 日
(県告示第778号~780号)

鳥取市及び米子市の一部

昭 和 5 0 年 5 月 3 0 日
(県告示第476号~478号)

倉吉市及び境港市の一部

昭 和 5 4 年 7 月 6 日
( 県告示第575号~577号 )

国府町、 郡家町及び 日 吉津村の一部

昭 和 6 2 年 7 月 1 0 日
(県告示第580号~581号 )

鳥取市、 米子市及び境港市の一部

表72 騒音規制法に基づ く 騒音規制の区域の区分 と用途地域の関係

特定工場等において発生す る 騒音について規制す る 区域
及び 自動車騒音の限度に係 る 区域。

都市計画･法に ;基づ く
用 途 地 域 の 区 分

特定建設作業に伴っ
て発生す る 騒音にっ
いて規制す る 区域。用 途 地 域

第 1 種区域
良好な住居の環境を保全す る ため 、 特に静穏の保持を

必要 と す る 区域。

第 1 種鱗鋸専用鰔 第 1 号区域
併発種区域の う ち、
搬保諦、 薙、
診療所、 図書館及び
特別養護老人ホー ム
の敷地の周囲約80m

以内の区域を含む。 )

第 2 種鱗鋸専用鰔

第 1 種中高層住居専用地域

第 2 種区域
住居の用に供 さ れてい る ため 、 静穏の保持を必要 と す

る 区域。

第 2 種中高層住居専用地域

第 1 種 住 居 地 域

第 2 種 住 居 地 域

準 住 居 地 域

第 3 種区域
住居の用にあわせて商業、 工業等の用 に供 さ れてい る

区域であ っ て 、 そ の区域内の住民の生活環境を保全す る
ため 、 騒音の発生を防止す る 必要があ る 区域。

近 隣 商 業 地 域

商 業 地 域

準 工 業 地 域

第 4 種区域
主と して工業等の用に供 さ れてい る 区域であ っ て 、 そ

の区域内の住民の生活環境を悪化 さ せな いため 、 著 し い
騒音の発生を防止す る必要があ る 区域。

工 業 地 域
第 2 号区域

指 定 地 域 か ら 除 外 工 業 専 用 地 域 指定地域か ら除外

圏 規制の区域を示す図面は、 県庁環境政策課、 関係市役所及び町村役場公害担当課に備え置 き 、

般の縦覧に供 してい る 。
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ァ 工場、 事業場騒音

工場、 事業場騒音について規制の対象 と な る の は 、 指定地域内にあ っ て 、 特定施設 (政令第 1

条) を設置 してい る工場及び事業場 (特定工場等 と い う 。 ) であ る 。

特定工場等には 、 規制基準の遵守義務が課せ ら れてお り 、 指定地域市町村長は 、 規制基準に適

合 し ない こ と に よ り 、 周辺の生活環境が損なわれ る と 。忍め る 場合に 、 。十画変更勧告や改善勧告、

更には改善命令を行 う こ と がで き る 。

表73 特定工場等において発生す る 騒音について の規制基準

区域＼鼬のの区分 区分
昼 間

( 年 駿 瀧 窪 を )
朝 夕

(穰鱒撻生魔撻淺 )
夜 間

( 霊箋端認まを )
第 1 種 区 域 5 0 デ シ ベ ル 4 5 デ シ ベ ル 4 5 デ シ ベ ル

第 2 種 区 域 6 0 デ シ ベ ル 5 0 デ シ ベ ル 4 5 デ シ ベ ル

第 3 種 区 域 6 5 デ シ ベ ル 6 5 デ シ ベ ル 5 0 デ シ ベ ル

第 4 種 区 域 7 0 デ シ ベ ル 7 0 デ シ ベ ル 6 5 デ シ ベ ル

〈基準値は特定工場等 (騒音規制法施行令別表第 1 に定め る 施没を設置す る 工場 事業場) におい て

発生す る 騒音の特定工場等の敷地の境界線におけ る 大 き さ 。 〉

イ 建設作業騒音

建設作業騒音について規制の対象 と な る のは 、 指定地域内において 、 建設工事を施工す る場合

に、 特定建設作業 (政令第 2 条) を伴 う 作業であ る 。

特定建設作業には 、 届出義務 (法第14条) が課せ ら れて い る 。 ま た 、 市町村長は 、 特定建設作

業に伴い発生す る 騒音が一定の規制基準に適合 し な い こ と に よ り 、 生活環境が著 し く 損な われ る

と 認め る場合においては 、 必要な勧告、 命令の措置 (法第15条) を と る こ と がで き る 。
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表74 特定建設作業に伴 っ て発生す る 騒音についての規制基準

特定建設作業

規制項目

① く い打機く も
んけんを除 くの
く い抜機又は
く い打 く い抜
機 ( 圧入式 く
い打 く い抜機
を除 く 。 ) を使
用 す る作業
( く い打機を
ア ー ス オ ー ガ

一 と 併用 す る
作業 を除 く 。 )

③び ょ う 打
機を使用 す
る作業

③ さ く 岩機
を使用す る
作業 ( 作業
地点が連続
的に移動す

る 作業に あ
っ ては 、 一

日 に お け る

当該作業に
係 る 二地点
間の最大距
難が拗 メ ー
ト ル を こ え

な い作業に
限 る。 )

④空気圧縮機
( 電動機以外
の原動機を用
い る も のであ
っ て 、 そ の原

動機の定格出
力が 1 5 キ ロ ワ

ッ ト 以上の も
のに限 る。 ) を

使用 す る作業
( さ く 岩機の
動力 と して便
用す る作業 を
除 く 。 )

⑤ コ ン ク リ ー ト プ

ラ ン ト ( 混線機の
混線客室が 0. 4 5立
方 メ ー ト ル以上の
も のに限 る。 〕 又は

ア ス フ ァ ル ト プ ラ

ン ト ( 混線機の混
線重量が 200 キ ロ
グ ラ ム 以上の も の

に限 る。 ) を設 け て

行な う 作業 ( モ ル
タ ル を製造す る た
め に コ ン ク リ ー ト

プ ラ ン ト を設 けて
行な う作業を除 く 。 )

適 用 除 外

第 1 号基準 ( 音量
基準 )

作業場所の敷地の
境界線に お け る騒
音

範デ シ ベルを超え な い こ と

第 2 号基準
( 作業時刻
に関す る基

準 )
作業禁止の
時間帯

淺鬘 午後 7 時~午前 7 時

災害 ･ 非常の事
態 、 人の生命の 1
危険防止 、 鉄

軌道の正常運転、
道路法 ･ 道交法
の占用及び許可

の夜間指定
箋 2穢 午後 1 0 時~午前 6 時

第 3 号基準
( 作業時間
に 関す る基
準 )
作業時間の
長 さ の制限

掛讓 1 日 1 0 時間
1 日 で完了 す る

作業 、 災害 ･ 非
常の事態、 人 の
生命の危険防止淺 2 霰 1 日 1 4 時間

第 4 号基準 ( 作業
期間に関する基準 )
連続 して作業す る
こ と ので き る 日数

6 日 間以内
災害 ･ 非常の事
態 、 人の生命の
危険防止

第 5 号基準 ( 作業
日 に関す る基準 )

作業 を禁止す る 日
日曜 日 そ の他の休 日

災害 ･ 非常の事
態 、 人の生命の
危険防止 、 鉄 ･
軌道の正常運転 、
道路法 ･ 道交法
の占用及び許可
の夜間指定

勧告 ･ 命令 の内容

特定建設作業の騒音が第 1 号の基準 ( 音量基準 ) を超 えてい る 場合 、 騒音の
防止の方法の改善のみな ら ず 、 一 日 に お け る作業時間 を 1 0 時間 ( 第 1 号区域
( 第 2 号区域に あ っ ては 1 4 時間 " 未満 4 時間以上の間に おいて短縮す る こ と
も 勧告 ･ 命令 で き る 。 ｢

ウ 自 動車騒音

騒音規制法では 、 自 動車構造の改善に よ り 自 動車騒音の防止を図 る ため 、 環境庁長官が 自 動車

騒音の大 き さ の 。午容限度を定め 、 こ れ を道路運送車両の保安基準において担保す る こ と と し て い

る 。 ま た 、 指定地域内にあ っ て 、 市町村長が 自 動車騒音について 、 そ の測定 レ ベルが一定の限度

を超え 、 道路周辺の生活環境が著 し く 損な われ る と 認め る と き は 、 都道府県公安委員会に対 して

道路交通法の規定に よ る措置を と る べ き こ と を要請 し 、 ま た必要に応 じ 、 道路管理者等に対 し 、

un、【J'■"■
｢
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道路構造の改善その他の 自 動車騒音の大 き さ の減少に資す る 事項に関 し 、 意見を述べ る こ と がで

き る 。

表75 騒音規制法第17条第 1 項の規定に基づ く 指定地域内におけ る 自 動車騒音の限度

区 域 の 区 分
時 間 の 区 分

昼 間 朝 ･ 夕 夜 間

1 第 1 種区域の う ち 1 車線を有す る 道路に面す る 区域 臨テシ ベル 50デシベル 45デ シベル

2 第 2 種区域の う ち 1 車線を有す る道路に面す る 区域 60デ シ ベル 55デ シ ベル 即デシベル

3 第 1 種区域及び第 2 種区域の う ち 2 車線を有す る道路に面す る 区域 70デシ ベル 65デシ ベル 55デ シ ベル

4 盤臓及び第 2 種区域の う ち 2 車線を超え る 車線を有す る道路に 75デ シベル 70デシ ベル 鋤デシベル

5 第 3 種区域及び第 4 種区域の う ち 1 車線を有す る道路に面す る 区域 70デシ ベル 65デ シベル 60デシベル

6 第 3 種区域及び第 4 種区域の う ち 2 車線を有す る道路に面す る 区域 75デ シ ベル 70デシ ベル 65デシベル

7 盤難駿及び第 4 種区域の う ち 2 車線を超え る 車線を有す る 道路に 卸プシ ベル 75デ シ ベル 65デ シベル

(2) 条例によ る規制

ア 工場、 事業場騒音

近時、 ビル等の増加に伴い冷房用の ク ー リ ン グ タ ワ ーの騒音が問題 と な っ てい る が 、 こ れを鳥

取県公害防止条例に よ り 騒音関係特定施設 (表76) と して 、 昭和47年 4 月 1 日 か ら規制を行 っ て

お り 、 規制地域及び規制基準は騒音規制法に準拠 してい る 。

表76 鳥取県公害防止条例に よ る 騒音関係特定施設の規模

施 設 名 規 格

ク ー リ ン グ タ ワ ー ｢送風機の原動機の定格出力がo . 75 キ ロ ワ ッ ト 以上の も の に限 る 。

イ 深夜騒音

深夜の静穏を保持す る ため 、 全県下の工場、 事業場等すべての事業活動に伴 う 深夜 (午後10時

か ら翌 日 の午前 6 時 ま で) の騒音を昭和47年 4 月 1 日 か ら規制 してい る 。 事業活動すなわ ち 、 物

の製造、 加工に伴 っ て発生す る 騒音の ほ か 、 例えば飲食店を営む こ と に よ っ て発生す る 音楽放送、

ソ ド演奏、 カ ラ オ ケ及び き ょ う 声な どの騒音 も 含めて規制を行 っ て い る 。
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表77 鳥取県公害防止条例に よ る深夜騒音の規制基準

区 域 の 区 分 基 準 値

1 競嬰製法第 3 条第 1 項の規定に基づいて指定 さ れた第 3 種区域及び知事が別に定 50デ シ ベル

2 雙剪擾製法第 3 条第 1 項の規定に基づいて指定 さ れた第 4 種区域及び知事が別に定 65デ シ ベル

3 1 及び 2 に掲げ る 区域以外の区域。 精美翹霊地廉事内の分区及び工業) 45デ シ ベル

ウ 拡声機騒音

近年、 工場 ･ 事業場騒音以外の騒音苦情が増加す る傾向 にあ る ので、 こ れに対処す る ため 、 拡

声機に よ る 騒音を昭和63年10月 1 日 か ら規制 してい る 。

1 商業宣伝を 目 的 と して 、 拡声機を使用す る放送を してはな ら な い区域 (次に掲げ る 施設の敷地

の周囲か ら おおむね50 メ ー ト ル以内の区域)

(1 ) 学校教育法第 1 条に規定す る学校

(2) 児童福祉法第 7 条に規定す る保育所

(3) 医療法第 1 条の 2 第 1 項に規定す る 病院及び同条第 2 項に規定す る 診療所の う ち患者の収容

施設を有す る も の

(4) 図書館法第 2 条第 1 項に規定す る 図書館

(5) 老人福祉法第14条第 1 項第 2 号に規定す る特別養護老人ホ ー ム

(6) 老人保健法第 6 条第 4 項に規定す る老人保健施設

2 商業宣伝を 目 的 と して 、 航空機か ら拡声機を使用す る放送の制限

使用時間 午前 8 時か ら午後 7 時 ま で

音 量 : 地上において65デ シ ベル以下

3 そ の他拡声機を使用す る 放送の制限

(1 ) 次に掲げ る放送をす る場合は 、 使用時間、 音量と も音量基準 1 に よ る 。

ア 工場、 事業場、 社寺、 屋外ス ポ ー ツ 施設、 学校、 保育所等において構内用 と してそ の敷地

内で行 う も の

イ 住民の慣習 と して行われ る広報又は連絡に伴 う も の

ウ 露店市、 朝市その他地域の慣習 と して行われ る催 し物に伴 う も の

ェ 飲食物の移動販売に伴 う も の

オ 屋外におけ る音楽会、 映画会等の運営のためにその会場内で行 う も の
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区 域

音 量

午前 6 時か ら

午後10時ま で

午後10時か ら

翌 日 の午前 6 時ま で

1 騒音規制法第 3 条第 1 項の規定

に基づいて指定 さ れた地域

第 1 種区域 70デ シ ベ ル 45 デ シ ベル

第 2 種区域 70デ シ ベル 45デ シ ベル

第 3 種区域 70デ シ ベル 50デ シ ベル

第 4 種区域 70デ シ ベル 65 デ シ ベル

2 1 に掲げ る 区域以外の区域 (工業専用地域、 臨

港地区内の分区及び工業のための埋立地を除 く 。 )
70デ シ ベル 45デ シ ベル

区 域 音 量

1 騒音規制法第 3 条第 1 項の規定に基づいて指定 さ れた

地域

第 1 種区域 55デ シ ベル

第 2 種区域 65デ シ ベル

第 3 種区域 70デ シ ベル

第 4 種区域 70デ シ ベル

2 1 に掲げ る 区域以外の区域 (工業専用地域、 臨港地区内の分区及び工

業のための埋立地を除 く 。 )
70デ シ ベル

4 拡声機使用の制限の対象 と な ら な い場合

(1 ) 災害時におけ る警戒活動等に伴い放送をす る場合

(2) 電気、 ガ ス又は水道の事業に関す る 広報活動 と して放送をす る場合

(3) 公共の輸送機関の業務に関 し駅又は発着場において放送をす る 場合

(4) 公務員がそ の職務に関 し放送をす る場合

(5) 公職選挙法に よ る選挙運動のために放送をす る場合

(6) 祭礼、 盆踊 り その他地域の風俗慣習 と して行われ る 行事に伴い放送をす る 場合

(7) 集団の整理誘導のため に放送をす る場合

(8) 前各号に掲げ る場合のほ か 、 知事が公益上やむ を得な い と 認め る 場合

音量基準 1

-83-



2 特定施設等の届出状況

(1) 騒音規制法に よ る特定施設の届出数

表78 特定施設の種類別届出数 (平成 9 年 3 月 31 日 現在)

種 類 ＼＼~＼硬町村名 鳥取市 米子市 倉吉市 境港市 国 府 町 郡家町 日吉津村 合 計

1 金 属 加 工 機 械 50 1 1 7 66 1 9

一

5 257

2 空 気 圧 縮 機 等 364 380 104 60 3 2 86 999

3 土 石 用 破 砕 機 等 27 1 2 30

4 織 機

5 建 設用 資材製造機械 2 6 3 3 1 1 1 6

6 穀 物 用 製 粉 機

-

7 木 材 加 工 機 械 34 1 25 43 6 3 2 2 1 3

8 抄 紙 機 2 1 6 9

9 印 刷 機 械 108 69 29 8 5 2 22 1

10 合成樹脂用射出成形機 10 1 0 1 2 1

1 1 鋳 型 造 型 機 1 1
-

1 1

。十 597 709 255 98 5 1 2 1 0 1 1 , 77 7

届 出 工 場 ･ 事 業 場 1 1 2 1 24 48 27 4 9 5 3 29

(2) 騒音規制法に よ る 特定建設作業の届出数

表79 特定建設作業の種類別届出数 (平成 9 年 3 月 31 日 現在)

種 類 ＼＼~＼塑町村名 鳥取市 米子市 倉吉市 境港市 国 府 町 郡家町 日吉津村 合 。十

1 儀打機等を使用す る 5 1
L 一

5 1 1

2 滌 う 打機を使用す る 1 1

3 桑 く 岩機を使用す る 作 4 9 1 9

4 穰圧縮機を使用す る 1

5 弱舒議“綾
一

ll

。十 4 9 2 1 5 2 1

(3) 鳥取県公害防止条例に よ る 騒音関係特定施長の届出数

表80 騒音関係特定施設の届出数 (平成 9 年 3 月 31 日 現在)

種 類 ＼＼＼、＼市町村名 鳥取市 米子市 倉 吉市 境港市 国府 町 郡家町 日吉津村 合 計

ク ー リ ン グ タ ワ ー 250 2 39 30 1 9

一

5 543

届 出 事 業 場 1 39 1 36 1 7 16 3 3 1 1
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第 5 章 振 動

第 1 節 振動の状況

1 振動の限度等

道路交通振動の限度

道路交通振動の限度は、 ｢振動規制法｣ に基づ き定め ら れてお り 、

について知事が定め る こ と にな っ て い る 。 本県では 、 ｢都市。十画法｣

指定を行 っ て い る 。

表81 指定地域内 におけ る道路交通振動の限度

区域の國分＼~･蝋閭の区分
昼 間

(午前 8 時か ら午後 7 時 ま で)
夜 間

(午後 7 時か ら翌 日 の午前 8 時ま で)

第 1 種 区 域 65デ シ ベル 60デ シ ベル

第 2 種 区 域 70デ シ ベル 65デ シ ベル

2

( 1 )

振動の現況

道路交通振動

環境月 間 ( 6 月 ) の行事の一つ と して 、 鳥取市 6 地点、 倉吉市 3 地点、 米子市 6 地点、 境港市 3

地点、 郡家町、 河原町、 羽合町、 三朝町、 日 野町各 1 地点。十23地点において昼間時におけ る道路交

通振動測定を し 、 併せて 自 動車台数 (原付 自 動二輪車以上) を調査 した。 (表82)

こ の凋査は振動規制法に基づ く 測定方法で行い 、 そ の80パー セ ン ト レ ン ジ の上端値の平均値で見

れば、 鳥取市40~48デ シ ベル 、 倉吉市46~50デ シ ベル 、 米子市42~52デ シ ベル 、 境港市35~48デ シ

ベル 、 郡家町37デ シ ベル 、 河原町37デ シ ベル 、 羽合町43デ シ ベル 、 三朝町43デ シ ベル 、 日 野町37デ

シ ベルであ り 、 いずれの地点において も振動規制法第16条に基づ く 指定地域内におけ る道路交通振

動の限度以下であ る 。

そ の区域の区分及び時間の区分

に基づ く 用途の区分に準拠 して
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表82 平成 8 年度 道路交通振動の測定結果

測 定 地 点 所在地

道 路 が

有 す る

車 線 数

道 路 交 通 振 動 総 車 両 通 過 台 数 8 年度 (平均値)

振 動 レ ベ ル

〔80% レ ン ジ

上端値 ( デ シ

ベル) 〕

道路交通振動

の 限度 〔80%

レ ン ジ上端値

( プ シ ベル) 〕

区域の

区 分

(台/10分間最高(大型車 (台/10分間)最低(大型車) (台/10分間)平均(大型車) 80%レンジ上構っアンべ道路交通振動 大型車×台/10分間-総車両通過台数最高値 最低値 平均値
区域の

区 分

鳥取市
鳥 取 駅 肓 庫==““噂-

永 楽
温泉町

2 車 線
を こ え る

41 39 40 第 2 種 70 165 ( 19) 134 ( 10 ) 155 ( 14) 40 155 ( 事4 )

鳥 取 県 物 尾
観光セ ン タ ー茸=リ 森泉綺

2 車 線
を こ え る

47 42 45 ん7 ‘フ 218 ( 10) 179 ( 9) 199 ( 12 ) 45 199 ( 12)

県 庁 茸 東 町
2 車 線
を こ え る

43 40 41 ‘ツ イン 159 ( 9 ) 102 ( 13 ) 140 ( 12 ) 41 140 ( 12 )

大 村 薬 局 茸 f1J 片 原 2 車 線 44 37 40 ん7 れ7 174 ( 9 ) 105 ( 3) 1 55 ( 5 ) 40 155 ( 5 )

鳥取警察署附近
( 漁 連 会 館 )

青葉町 2 車 線 44 40 43 れ7 れツ 391 ( 16) 228 (20) 273 (20) 43 273 (20)

面 谷 外 科 附 近 吉方町
2 車 線
を こ え る

52 45 48 第 1 種 65 239 (25 ) 156 ( 15 ) 201 ( 17 ) 48 201 ( 17)

米子市
米 子 駅 前 明治町

2 車 線
を こ え る

56 49 52 第 2 種 70 179 (21 ) 1 18 ( 12 ) 147 ( 19 ) 52 147 ( 19 )

中 国 電 力 前 加茂町
2 車 線
を こ え る

53 50 51 イン ろツ 309 (35 ) 239 (47 )裟傾 274 (32 )

米 子 市 公 会 堂 角盤町
2 車 線
を こ え る

45 43 44 ん7 れッ 386 ( 1 4 ) 301 (29 ) 352 (25 ) ＼ 4≧ 352 (25 )

消 防 署 附 近
(理容セ ン ス前) 覽 時

2 車 線
を こ え る

46 42 45 "7 んツ 274 (24) 209 ( 10) 254 ( 18 ) 45 254 ( 18 )

鳥 取 銀 行
米 子 支 店 前

西福原
2 車 線
を こ え る

49 45 48 乙ツ たり 374 (26 ) 345 ( 17 ) 360 (20) 48 360 (20 )

山陰ナ シ ョ ナル
製 品 販 売 前

米 原
2 車 線
を こ え る

48 39 42 第 1 種 65 450 ( 19) 293 ( 17 ) 336 (25) 42 336 ( 25 )

倉吉市
旧 打 吹 駅 前 明治町 2 車 線 50 42 46 第 2 種 70 149 ( 17) 83 ( 10 ) 1 12 ( 10) 46 1 12 ( 10 )

倉 吉 駅 前 通 り 上 井
2 車 線
を こ え る

53 47 50 ん7 ん7 263 ( 19 ) 1 52 ( 8 ) 202 ( 17 ) 50 202 ( 1 7)

宮 川 町
ロ ー タ リ ー

宮川町
2 車 線
を こ え る

50 50 50 ‘7 "ッ 233 ( 10) 196 ( 8 ) 216 ( 10 ) 50 216 ( 10)

境港市
鳥 取 銀 行
境 港 支 店 前

上道町 2 車 線 43 42 42 れ7 乙ツ 96 ( 4 ) 65 ( 7 ) 79 ( 5 ) 42 79 ( 5 )

境 公 民 館 前 湊 町 2 車 線 50 42 48 第 1 種 65 105 ( 5 ) 71 ( 8 ) 94 ( 7 ) 48 94 ( 7 )

山 陰 合 同 銀 行
境 西 支 店 前

外江町 2 車 線 37 32 35 "ッ れツ 98 ( 9 ) 65 ( 3 ) 86 ( 6 ) 35 86 ( 6 )

郡家町 郡 家 保健 所 前 郡 家 2 車 線 43 33 37 んツ " 223 ( 6 ) 104 ( 8 ) 1 38 ( 1 1 ) 37 1 38 ( 1 1 )

河原町
河 原 町 役 場
入 口 附 近

波一木 2 車 線 39 34 37 "ッ “7 258 (46) 16 1 (22 ) 194 ( 34) 37 194 (34)

羽合町 田後バ ス停附近 田 後 2 車 線 45 41 43 れッ れツ 191 ( 16) 1 17 ( 9 ) 151 ( 13 ) 43 15 1 ( 1 3 )

朝町 三 朝 町 役 場 前 三 朝 2 車 線 54 40 43 ん7 "7 11 1 ( 8 ) 66 ( 3 ) 95 ( 8 ) 43 95 ( 8 )

日野町 根 雨 保 健 所 前 根 雨 2 車 線 39 35 37 ‘ツ "ツ 103 (20) 68 (22 ) 82 ( 24 ) 37 82 (24)

圏 測定値は午前 8 時か ら午後 4 時ま での 2 時間お き 5 回の測定

三朝町は平成 3 年度か ら実施
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(2) 環境振動

平成 8 年度中に、 振動規制法に基づ く 規制地域の指定を行っ てい る 4 市 (16地点) において実施

した全時間帯調査結果は表83の と お り であ る 。

崗査結果をみ る と 、 いずれの地点において も 、 振動規制法第16条に規定す る指定地域内におけ る

道路交通振動の限度以下であ る 。

表83 平成 8 年度 環境振動の測定結果

地区測定月日 測 定 場 所 所在地 道 路 名 車線数
測 定値
80% レ
ソ ジ の

上端値
( デ シ ベ ル )

交 通 量

( ) 大型

(台/10分間 )

道 路 交 通

振動の限度
80% レ ン ジ
の 上 端 値
( デ シ ベル)

昼間 夜間 昼間 夜間 区域区分
限 度

(デシベル)

昼間 夜間

鳥取市10月3･4日
山 の 手 会 館 前 吉 方 町 国 道 29 号 2 39 32 223 ( 14) 128 ( 5) 1 65 60

N T T 鳥 取 支 社 前 湯 所 町 国 道 29 号 2 44 39 弱o ( 16) 105 ( 10) 1 65 60

鳥 取 市 文 化 ホ ー ル 前
書 方
温 泉 町

(一 福 部 鳥 取 線 2 41 35 1 16 ( 9) 62 ( 5 ) 2 70 65

新日本海シ ョ ッ ピ ン グタ ウ ン前 天 神 町 国 道 53 号 4 39 34 186 ( 10) 81 ( 3) 2 70 65

倉吉市10月22･23日
市 立 倉 吉 西 中 学 校 裏 秋 喜 住槍吉赤碕中山線 2 35 31 98 ( 9) 79 ( 2 ) 1 65 60

ビ ッ グ ラ イ フ ト ー ホ ー 横 米 田 町 国 道 179 号 4 46 38 162 ( 18) 55 ( 8 ) 1 65 60

小 林 薬 局 前 明 治 町 (一木地山倉吉線 2 38 32 95 ( 7 ) 46 ( 1 ) 2 ｣ 70 65

上 丼 ビ ル 前 山 根 国 道 179 号 4 51 42 189 ( 1 1 ) 127 ( 6 ) 2 70 65

米子市10月1･2日
後 藤 ヶ 丘 中 学 校 入 口 上 後 藤 市道外浜街道線 2 43 37 1 15 ( 2 ) 52 ( 1 ) 1 65 60

戸 口 田 医 院 前 上 福 原 ←) 皆 生 西 原 線 4 38 36 191 ( 5 ) 104 ( 1 ) 1 65 60

竹 内 医 院 前 祇 園 町 国 道 9 号 2 47 41 178 ( 19) 1 19 ( 7) 2 70 65

建 没 省 米 子 出 張 所 前 車 尾 国 道 9 号 4 41 39 288 ( 19) 163 ( 7 ) 2｣ 70 65

境港市10月8･9日
境 公 民 館 湊 町 国 米 子 境 港 線 2 43 40 91 ( 5 ) 33 ( 1 ) 1 65 60

山 陰 合 同 銀 行 境 西 支 店 外 江 町 国 米 子 境 港 線 2 38 28 97 ( 6 ) 32 ( 1 ) 1 65 60

境 家 具 店 前 東 本 町 日 境 港 線 2 41 29 33 ( 0) 15 ( 1 ) 2 70 65

都 田 水 産 前 上 道 町 国 道 431 号 4 42 34 58 (20) 64 ( 4) 2 70 65

圏 1 時間区分 振動 昼間 午前 8 時~午後 7 時、 夜間 午後 7 時~翌 日 の午前 8 時

2 測定時刻 午前 5 時、 7 時、 10時、 午後 4 時、 7 時、 10時

3 振動の昼間 ･ 夜間 測定値は各時間区分の平均値であ る 。

4 交通量は 、 自 動二輪車以上の道路に面す る地点の通過車両台数であ る 。

5 道路名の (主) は主要地方道 (県道) 、 (一) は一般県道 (県道) であ る 。
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第 2 節 振動の防止対策

1 法によ る規制

(1) 振動規制法

振動規制法 (昭和51年12月 1 日 施行) では 、 都道府県知事が振動を防止す る こ と に よ り 住民の生

活環境を保全す る 必要が あ る と 認め る地域を指定 し 、 こ の地域内において 、 工場及び事業場におけ

る事業活動並びに建設エ事に伴 っ て発生す る 相当範囲にわた る振動 (法第 2 条) にっいて必要な規

制を行 う と と も に、 道路交通振動に係 る 要請の措置を定め る こ と な どに よ り 、 生活環境を保全 し 、

国民の健康の保護に資す る こ と と し てい る 。

本県におけ る地域指定状況は次表の と お り であ る 。

表84 地域指定状況

告 示 年 月 日 地 域 指 定 市 町 名

昭 和 53 年 6 月 9 日

( 県 告 示 第 53 1 号 ~ 5 3 3 号 )
鳥取市、 米子市、 倉吉市及び境港市の一部

昭和 59 年 4 月 27 日
( 県 告 示 第 36 0 号 ~ 362 号 )

国府町の一部

昭 和 62 年 7 月 1 0 日
( 県 告 示 第 582 号 )

鳥取市、 米子市及び境港市の一部

表85 振動規制法に基づ く 振動規制の区域の区分と用途地域の関係

特定ェ場等にぉぃて発生す 刃薹壁酘つ、 、 て規制す る 区域
及び 自 動車騒音の限度に係 る 区域

都市。十画法に基づ く
用途地域の区分

特定建設作業に伴っ
て発生す る 騒音につ
いて規制す る 区域

第 1 種区域
良好な住居の環境を保全す る ため 、 特に静穏の保持を

必要とす る 区域及び住居の用に供 さ れてい る ため 、 静穏
の保持を必要とす る 区域

熱種罐鋸専用鰔 第 1 号区域
媛潔種区域の う ち、
裁、 保酬、 競、
診療所、 図書館及び
特別養護老人ホ ー ム
の敷地の周囲約80m
以内の区域を含む。 )

第 2轡蠣踞専用纖

第事種中高層住居専用地域

第 2 種中高層住居専用地域

第 1 種 住 居 地 域

第 2 種 住 居 地 域

準 住 居 地 域

第 2 種区域

住居の用に併せて商業、 工業等の用 に供 さ れて し ･ る 区
域であ っ て 、 そ の区域内の住民の生活環境を保全す る た
め 、 振動の発生を防止す る 必要があ る 区域及び主 と して
工業等の用 に供 さ れて し ･ る 区域であ っ て 、 そ の区域内の
住民の生活環境を悪化さ せな いため 、 著 し い振動の発生
を防止す る 必要が あ る 区域

近 隣 商 業 地 域

商 業 地 域

準 工 業 地 域

工 業 地 域 第 2 号区域

指 定 地 域 か ら 除 外 工 業 専 用 地 域 指定地域か ら除外

圏 規制の区域を示す図面は、 県庁環境政策課、 関係市役所及び町役場公害担当課に備え置 き 、 一般

の縦覧に供 してい る 。
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ア 工場、 事業場振動

工場、 事業場振動について規制の対象と な る のは 、 指定地域内 にあ っ て 、 特定施設 (政令第 1

条) を設置 してい る 工場及び事業場 (特定工場等 と い う 。 ) であ る 。

特定工場等には、 規制基準の遵守義務が課せ ら れてお り 、 指定地域市町村長は規制基準に適合

し ない振動を発生す る こ と に よ り 周辺の生活環境が損なわれ る と 認め る と き 、 振動の防止の方法

等に関 し 、 改善等の勧告及び改善命令を行 う こ と がで き る 。

表86 特定工場等において発生す る振動についての規制基準

区域の國分公~＼豊麗の区分
昼 間

(午前 8 時か ら午後 7 時ま で)
夜 間

(午後 7 時か ら翌 日 の午前 8 時ま で)

第 1 種 区 域 60デ シ ベル 55 デ シ ベル

第 2 種 区 域 65デ シ ベル 60デ シ ベル

〔基準値は特定工場 (振動規制法施行令別表第 蛾こ定め る 施長を設置す る 工場 事業場) において発生

す る振動の特定工場等の敷地の境界線上におけ る大 き さ 。 〕

イ 建農作業振動

建渡作業振動について規制の対象 と な る のは 、 指定地域内 において 、 建設工事を施工す る場合

に 、 特定建設作業 (政令第 2 条) を伴 う 作業であ る 。

特定建設作業には 、 届 出義務が課せ ら れてい る 。 ま た 、 市町村長は 、 特定建設作業に伴い発生

す る振動が一定の基準に適合 し な い こ と に よ り 、 周辺の生活環境が著 し く 損な われ る と 認め る と

き は 、 振動の防止の方法等に関 し 、 改善勧告及び改善命令を行 う こ と がで き る 。



表87 特定建設作業に伴っ て発生す る振動についての規制基準

特

目

① く い打機(も
んけん及び圧
入式 く い打機
を除 く 。 )、 く
い抜機 ( 油圧
式 く い抜機を
除 く 。 ) 又は く
い打 く い抜機
( 圧入式 く い
打 く い抜機を
除 く 。 )を使用
す る作業

②錮球を使用
して建築物そ
の他の工作物
を破壊する作
業

③舗装版破砕
機を使用する
作業 ( 作業地
点が連続的に
移動する作業
にあ っ ては 、
1 日 における
当該作業に係
る 2 地点間の
最大距離が50
メ ー ト ルを超
えない作業に
限 る 。 )

④ブ レーカ ー (手
持式の も のを除
く 。 )を使用する
作業 ( 作業地点
が連続的に移動
する作業にあ っ
て “ま 、 1 日 にお

け る 当該作業に
係 る 2 地点間の
最大距離が 50 メ
一 ト ルを超えな
い作業に限 る 。 )

適 用 除 外

作業場所の敷地鏡
界線における振動

75 デシベルを
超えない こ と

75 デシベルを
超えな い こ と

75 デシベルを
超えない こ と

75 デシベルを
超えない こ と

ゾ

作業禁止

の時間帯

遠縁
午後 7 時~

午前 7 時
午後 7 時~

午前 7 時
午後 7 時~

午前 7 時
午後 7 時~

午前 7 時

災害 、 非常の事態、
人の生命、 危険防
止 、 鉄軌道の正常
運行、 道路法及び
道交法の占用及び
許 可の夜間指定錫

午後 10 時~
午前 6 時

午後 1 0 時~
午前 6 時

午後 1 0 時~
午前 6 時

午後 1 0 時~
午前 6 時

作業時間
の長 さ の

制 限

擬 1 日 1 0 時間 1 日 1 0 時間 1 日 1 0 時間 1 日 1 0 時間 災害、 非常の事態、
人の生命 、 危険防
止錫 1 日 14 時間 1 日 1 4 時間 1 日 1 4 時間 1 日 1 4 時間

連続 して
作業する
こ と ので

き る 日数

1 号

区域
6 日 間 以 内 6 日 間 以 内 6 日 間 以 内 6 日 間 以 内

災害、 非常の事態、
人の生命 、 危険防
止鰻

作 業 を 禁 止

す る 日

日 曜 日 、

その他の休 日

日 曜 日 、

その他の休 日

日 曜 日 、

その他の休 日

日 曜 日 、

そ の他の休 日

災害 、 非常の事態、
人の生命 、 危険防
止、 鉄軌道の正常
運行、 電業法の必
要作業、 道路法及
ぴ道交法の 占用及
ぴ許可の時 、 その
他の休 日指定

ウ 道路交通振動

振動規制法では、 指定地域内において 、 市町村長が道路交通振動についてそ の測定 レ ベルが一

定の限度を超え 、 道路周辺の生活環境が著 し く 損な われ る と 認め る と き は 、 道路管理者に対 し道

路交通振動の防止のための舗装、 維持、 又は修繕の措置を要請 し 、 又は都道府県公安委員会に対

し道路交通法の規定に よ る措置を と る べ き こ と を要請す る こ と がで き る 。
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2 特定施設等の届出状況

(1) 振動規制法に よ る 特定施設の届出数

表88 特定施設の種類別届出数 (平成 9 年 3 月 31 日 現在)

施設の種類＼~･＼＼市 町 名 鳥取市 米子市 倉吉市 境港市 国府町 。十

1 金属加工機械

イ 、 液 圧 プ レ ス 18 12 26 5 61

ロ 、 機 械 プ レ ス 26 2 1 82 7 1 36

ハ 、 せ ん 断 機 13 17 28 16 74

一 、 鍛 造 機 3 14 6 23

ホ 、 ワ イ ヤーフ ォー ミ ン グマ シ ン

小 口十 60 64 142 28 294

2 圧 縮 機 93 186 68 5 352

3 . 破 砕 機 等

破 砕 機 1 1

摩 砕 機 28 28

ふ る い 1 1

分 級 機

小 口十 28 2 30

4 . 織 機

コ ン ク リ ー ト ブ

5 ロ ッ ク マ シ ン等

コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク マ シ ン 2 3 5

コ ン ク リ ー ト 管製造機械及び

コ ン ク リ ー ト 柱 製 造 機 械

小 。十 2 3 5

6 . 木材加工機械

イ 、 ド フ ム バ ー 力 - 3 1 4

ロ 、 チ パツ 一 1 6 3 2 12

小 。十 1 9 4 2 16

7 . 印 刷 機 械 47 18 9 1 1 85

8 . ゴ ム練用又は合成樹脂練用 ロ ー ル

9 . 合成樹脂用射出成形機 12 12 24

10 . 鋳 型 造 型 機 9 9

。十 243 291 235 46 815

届 出 工 場 事 業 場 50 69 27 23 169

(2) 振動規制法に よ る 特定建設作業の届出数

表89 特定建渡作業の種類別届出数 (平成 9 年 3 月 31 日 現在)

種 類 、、＼＼＼市 町 名 鳥取市 米子市 倉吉市 境港市 国府町 。十

1 く い 打 機 等 を 使 用 す る 作 業 2 7 1 10

2 鋼 球 を 使 用 し て 破 壊 す る 作 業

3 舗 装 版 破 砕 機 を 使 用 す る 作 業

4 ブ レ ー カ ー を 使 用 す る 作 業 O 2 1 3

。十 2 9 1 1 13
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